
 
医療デバイス・診断

研究テーマ 眼内サンプルを用いた診断方法の確立

所属  学術研究部 医学系 眼科学講座 准教授 丸山和一
https://researchmap.jp/read0104870

研究分野 眼免疫学

キーワード マイクロバイオーム　シングルセル解析

研究室URL：

研究の背景及び目的

眼内は血液網膜関門により隔絶された免疫特権環境であり、非感染性ぶどう
膜炎は従来無菌性炎症とされてきた。しかし次世代シーケンスの進展により
この前提は再考されつつある。申請者は健常硝子体の無菌性を検証する一方
、サルコイドーシスで細菌DNAを検出し抗菌治療の有効性を示した。従来診
断の限界を踏まえ、マイクロバイオームとシングルセル解析を統合し、眼内
液から精密診断基盤の構築を目指す。

期待される効果・応用分野

本研究により、眼内液のオミックス解析に基づく高精度診断が可能となり、炎症・感染・腫瘍の
鑑別精度向上と治療最適化が期待される。さらに、微生物叢や免疫動態の解明により新規治療標
的の同定につながる。応用はぶどう膜炎や硝子体網膜リンパ腫に加え、中枢神経系疾患への展開
も見込まれる。
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